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★歴史的伝統、都市化と過疎化…奈良を立体的に把握する

I　吉野山地の水資源の利用と山村の衰亡 奈良県地勢図
II　世界遺産への登録の誇りと保護・保全の責務 奈良県行政区分図
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IV　水不足への対応から近郊農業先進地域へ ［地図］奈良の昔／奈良の今
V　「吉野林業」－盛衰の歴史と再生へ向けて－ （奈良市街地の新旧の地図の比較）
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XII　「関西学研都市」－新たな都市創造の理想と現実－
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奈良は、遺跡や古墳をはじめ、古代からの伝統を受け継ぎ、その面影を残す地域がある一方、大都市大阪の近
傍にあることにより、県北部では都市化の進行が著しい。また、県南部には「近畿の屋根」とも称される険しい山
地が広がっており過疎化による地域社会の崩壊が危惧される。都市化と過疎化の混在する奈良のその特徴的な
テーマについて調査・記録し、奈良を立体的に把握する。
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